
事
務
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
度
に
市
役
所
お
よ
び
関

係
機
関
に
お
い
て
、
臨
時
的
に
勤
務

す
る
職
員
の
選
考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　
２
月
18
日
㈯

受
験
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
で
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（
文
書
作
成
・
表
計
算
等
）
が
で
き

る
こ
と
。

賃
金　
日
額
６
５
０
０
円

申
込
締
切
日　
２
月
９
日
㈭

申
込
方
法　

人
事
課
備
え
付
け
の

「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
人
事
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」
は
、
１
月

31
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
人
事

課
（
☎
22

−

１
１
１
２
）
へ

学
校
用
務
補
助
員

（
臨
時
的
任
用
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
度
に
市
内
の
幼
稚
園
・

小
学
校
・
中
学
校
等
に
お
い
て
、
臨

時
的
に
勤
務
す
る
学
校
用
務
員
の
選

考
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
15
人
程
度

受
験
資
格　
昭
和
27
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
６
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
。

賃
金　
日
額
６
５
０
０
円

試
験
日　
２
月
19
日
㈰

申
込
締
切
日　
２
月
9
日
㈭

申
込
方
法　
教
育
委
員
会
総
務
課
備

え
付
け
の
「
申
込
用
紙
」
に
必
要
事

項
を
記
入
の
う
え
、
総
務
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。「
申
込
用
紙
」は
、

1
月
31
日
㈫
以
降
に
お
渡
し
し
ま
す
。

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　
総
務

課
（
☎
22

−

３
２
９
９
）
へ

科
学
セ
ン
タ
ー
専
門
指
導
員

（
嘱
託
職
員
）を
募
集

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
専
門
指

導
員
（
主
に
天
文
分
野
で
常
勤
の
嘱

託
職
員
）
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

採
用
予
定
人
員　
１
人

受
験
資
格　
理
工
系
も
し
く
は
教
員

養
成
系
（
理
系
）
の
四
年
制
大
学
を

卒
業
（
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
に

卒
業
見
込
み
の
方
を
含
む
。）し
た
方
。

報
酬　
月
額
19
万
５
１
０
０
円

勤
務
条
件　
社
会
保
険
、
有
給
休
暇

制
度
あ
り
。
通
勤
手
当
、
住
居
手
当
、

賞
与
、
退
職
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。

任
用
期
間　
平
成
24
年
４
月
１
日
～

平
成
25
年
３
月
31
日

業
務
内
容　
市
内
の
小
中
学
生
や
一

般
の
方
へ
の
科
学
指
導
お
よ
び
、
天

文
施
設
の
管
理
運
営
全
般
。
※
土
・

日
・
祝
日
の
勤
務
、
午
後
10
時
ま
で

の
夜
間
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

面
接
日　
２
月
26
日
㈰

募
集
期
間　
２
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮

応
募
方
法　
自
筆
の
履
歴
書
（
Ｊ
Ｉ

Ｓ
規
格
に
準
拠
、
顔
写
真
を
貼
付
）、

卒
業
証
書
の
写
し
（
卒
業
見
込
み
の

方
は
、
大
学
が
発
行
す
る
卒
業
見
込

み
証
明
書
）、
教
員
免
許
や
学
芸
員

資
格
を
有
す
る
方
は
、
そ
れ
ら
を
証

明
す
る
書
類
の
写
し
を
封
筒
に
入
れ

て
科
学
セ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
（
郵
送
可
）。

問
い
合
わ
せ
は　
〒
７
７
９

−

１
２

４
３　

那
賀
川
町
上
福
井
南
川
渕
８

番
地
１　

科
学
セ
ン
タ
ー　
（
☎
42

−

１
６
０
０
）
へ

平
成
24
年
度
介
護
保
険
認
定

調
査
員（
嘱
託
職
員
）を
募
集

応
募
資
格　
看
護
師
ま
た
は
介
護
支

援
専
門
員
の
資
格
を
有
し
、
普
通
自

動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
方
。

採
用
予
定
人
員　
若
干
名

報
酬　
月
額
18
万
３
千
円

応
募
方
法　
履
歴
書
お
よ
び
免
許
証

の
写
し
を
介
護
保
険
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い（
郵
送
可
）。
面
接
の
う
え
、

採
用
を
決
定
し
ま
す
。

応
募
締
切
日　
２
月
10
日
㈮

勤
務
条
件
等
問
い
合
わ
せ
は　

〒
７
７
４

−

８
５
０
１　

富
岡
町
ト

ノ
町
12
番
地
３　

介
護
保
険
課
（
☎

22

−

１
７
９
３
）
へ

阿
南
市
成
人
大
学
講
座

35
周
年
記
念
講
演

日
時　
２
月
29
日
㈬　

午
後
５
時
45

分
〜
（
受
付
：
５
時
～
）

場
所　
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル

２
階　

サ
ロ
ー
ネ
の
間
（
富
岡
町
）

講
師　

日
本
抗
加
齢
医
学
会
評
議

員
・
日
本
音
楽
療
法
学
会
評
議
員　

板
東　

浩
さ
ん

演
題　
「
心
と
身
体
を
ず
っ
と
健
や

か
に
」

問
い
合
わ
せ
は　
生
涯
学
習
課
内
成

人
大
学
講
座
運
営
委
員
会
（
☎
22

−

３
３
９
１
）
へ

実施日 採　血　場　所 所在地 採血時間
２日
㈭

阿南テクノスクール 桑野町   9：40〜11：10
四国化工機㈱阿南食品工場 山口町 13：00〜14：00

16日
㈭ フジグラン阿南 領家町 10：00〜12：30

14：00〜16：30

23日
㈭

南部総合県民局阿南庁舎 富岡町   9：30〜11：00
阿南医師会中央病院 宝田町 12：40〜14：10
国土交通省四国地方整備局
那賀川河川事務所 領家町 15：00〜16：30

29日
㈬

㈱精研 大潟町   9：50〜11：10
バイオ科学㈱ 那賀川町 13：00〜14：10

問い合わせは　徳島県赤十字血液センター（☎088-631-3200）へ

２
月
の
献
血
実
施
一
覧

※
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
み
実
施

副市長　
亀尾 貞男 氏

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

私
こ
と

　

市
長
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、

去
る
12
月
定
例
市
議
会
に
お
い
て
、

議
員
皆
様
の
格
別
の
ご
高
配
に
よ

り
ご
同
意
を
賜
り
、
12
月
25
日
付

け
を
も
ち
ま
し
て
阿
南
市
副
市
長

を
三
度
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

時
あ
た
か
も
、
地
方
自
治
の
あ

り
方
全
体
を
問
う
変
革
の
時
代
の

緒
に
つ
こ
う
と
す
る
重
要
な
時
期

に
、
副
市
長
と
し
て
の
重
責
、
誠

に
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　

こ
の
上
は
市
の
発
展
と
市
民
の

幸
せ
を
実
現
す
る
べ
く
、
市
長
の

補
佐
役
に
徹
し
な
が
ら
、
本
市
百

年
の
大
計
の
た
め
に
、
与
え
ら
れ

た
職
責
に
誠
心
向
き
合
っ
て
ま
い

り
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
方
の
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
副
市
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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戦
傷
病
者
等
の
妻
に
対
す
る

特
別
給
付
金
の
支
給

　

次
の
い
ず
れ
か
の
要
件
に
該
当
す

る
戦
傷
病
者
の
妻
に
特
別
給
付
金

（
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
「
第
18
回
（
ま
た
は
第
20
回
）
特

別
給
付
金
」
の
受
給
者
で
あ
っ
て
、

夫
が
平
成
15
年
4
月
1
日
〜
平
成
18

年
9
月
30
日
ま
で
の
間
に
一
般
の
怪

我
や
病
気
で
死
亡
（
平
病
死
）
さ
れ

た
場
合
。
※
前
記
国
債
を
時
効
に
よ

り
失
権
し
た
場
合
で
も
対
象
と
な
り

ま
す
。

▼
平
成
15
年
４
月
２
日
〜
平
成
23
年

４
月
１
日
の
間
に
、
夫
が
戦
傷
病
者

と
し
て
増
加
恩
給
、
傷
病
年
金
、
特

例
傷
病
恩
給
、
障
害
年
金
等
を
初
め

て
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
。

▼
前
記
の
期
間
に
、
こ
れ
ら
の
年
金

を
受
け
て
い
る
戦
傷
病
者
の
方
と
婚

姻
を
し
た
場
合
。

請
求
期
限　
平
成
26
年
９
月
30
日

請
求
先
・
問
い
合
わ
せ
は　
市
民
生

活
課
（
☎
22

−

１
１
１
６
）
へ

高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

　

世
帯
の
１
カ
月
間
の
医
療
費
の
自

己
負
担
額
（
一
部
負
担
金
）
が
、
そ

の
世
帯
の
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え

た
場
合
、
申
請
す
る
と
超
え
た
分
が

高
額
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

阿
南
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
が

高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合
は
、

診
療
月
の
約
２
カ
月
後
に
、
手
続
き

に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ
を
世
帯
主
の

方
に
通
知
し
て
い
ま
す
。
通
知
が
届

い
た
ら
、
お
早
目
に
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請

期
間
は
２
年
間
で
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▼
保
険
証
ま
た
は
印
鑑

▼
世
帯
主
の
預
金
通
帳

▼
手
続
き
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

▼
領
収
書
ま
た
は
支
払
額
証
明
書

※
高
額
療
養
費
の
申
請
に
は
領
収
書

が
必
要
で
す
の
で
、
税
金
の
確
定
申

告
（
医
療
費
控
除
）
を
行
う
場
合
は
、

先
に
高
額
療
養
費
の
支
給
申
請
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
へ

第
20
回
阿
南
市
活
竹
祭

日
時　
３
月
３
日
㈯　

午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
悪
天
候
時
は
３
月
４
日

㈰
に
順
延
）

場
所　
市
民
会
館
前
駐
車
場

内
容　
フ
ァ
イ
ア
ー
ダ
ン
ス
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
各
種
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、

あ
な
ん
丼
、
活
竹
鍋
、
特
産
品
ま
つ

り
等

問
い
合
わ
せ
は　
商
工
観
光
労
政
課

内　

阿
南
市
活
竹
祭
実
行
委
員
会
事

務
局
（
☎
22

−

３
２
９
０
）
へ

野
球
の
ま
ち
阿
南

審
判
員
等
養
成
講
習
会

日
時　
２
月
19
日
㈰　

午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

場
所　
阿
南
第
二
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン

ド
（
内
原
町
）

※
雨
天
時
は
体
育
館
で
実
施
し
ま
す
。

申
込
締
切
日　
２
月
10
日
㈮

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は　
野
球
の

ま
ち
推
進
課（
☎
22

−

１
２
９
７
）へ

平
成
23
年
度
「
み
ん
な
に

届
け
！
あ
っ
た
か
ハ
ー
ト
」

人
権
推
進
事
業
講
演
会

　

阿
南
市
人
権
教
育
・
啓
発
市
民
講

座
と
合
同
で
開
催
し
ま
す
。

日
時　
２
月
21
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時
45
分

場
所　
夢
ホ
ー
ル
２
階　

研
修
室

内
容　
▼
人
権
コ
ン
サ
ー
ト
（
い
じ

め
に
つ
い
て
考
え
る
）
演
題
：「
し

あ
わ
せ
マ
ウ
ン
テ
ン
を
め
ざ
し
て
」

講
師
：
登
天
ポ
ー
ル
さ
ん
（
人
権
教

育
エ
ン
タ
ー
テ
ィ
ナ
ー
）

▼
講
演　

演
題
：「
嫌
な
上
司
の
傾

向
と
対
策
〜
パ
ワ
ハ
ラ
の
原
因
と
そ

の
対
策
〜
」
講
師
：
菊
原
智
明
さ
ん

（
営
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
・
関
東
学

園
大
学
経
済
学
部
講
師
）

問
い
合
わ
せ
は　

徳
島
県
人
権
課

（
☎
０
８
８

−

６
６
４

−

３
７
０
１

※
月
曜
日
は
休
み
）
へ

シ
リ
ー
ズ

環
境
と
く
ら
し
№19

「
河
川
の
水
質
の
状
況
」

　

本
市
は
、
県
下
第
二
の
河
川
、
那

賀
川
や
多
く
の
中
小
河
川
が
あ
り
、

そ
の
清
ら
か
な
川
の
流
れ
や
緑
豊
か

な
山
、
美
し
い
海
と
、
す
ば
ら
し
い

自
然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
自

然
を
守
り
、
貴
重
な
資
源
で
あ
る
水

を
私
た
ち
の
手
で
次
世
代
に
引
き
継

い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

平
成
22
年
度
の
主
な
河
川
の
水
質

測
定
結
果
は
次
の
と
お
り
で
、
良
好

に
推
移
し
て
い
ま
す
。

平成22年度主要河川の水質測定結果

水域名
（河川名等） 地点名 類型 BOD

(mg/L)
那 賀 川 下 流 那 賀 川 橋 A 0.8
桑 野 川 上 流 桑 野 谷 橋 A 0.7
桑 野 川 下 流 富 岡 新 橋 B 1.1
岡 川 文 化 橋 B 1.5
打 樋 川 天 神 橋 C 3.3
福 井 川 大 西 橋 A 0.9
椿 川 加 茂 前 橋 A 0.7

※河川の水質汚濁の一般指標（単位は㎎/Lで表される）

※
（
基
準
値
）
類
型
Ａ
は
２
㎎
以
下
、

Ｂ
は
３
㎎
以
下
、
Ｃ
は
５
㎎
以
下
。

問
い
合
わ
せ
は　
環
境
保
全
課
（
☎

22

−

３
４
１
３
）
へ

明
谷
梅
林
ま
つ
り

期
間　
２
月
５
日
㈰
〜
３
月
20
日
㈫

　

多
数
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

開
園
式

日
時　
２
月
５
日
㈰

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

場
所　
明
谷
梅
林
売
店
前
（
長
生
町
）

※
有
料
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
が
、

　

台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は

商
工
観
光
労
政
課
（
☎
22

−

３
２
９
０
）
へ
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〒
７
７
４

−

０
０
３
０　

阿
南
市
富

岡
町
滝
の
下
４
番
地
４　

阿
南
税
務

署
（
☎
22

−

０
４
１
４
）
へ

※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ
て
、
ご
用

件
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

市
税
の
納
付
に
ご
協
力
を
！

　

市
の
歳
入
の
根
幹
を
な
す
市
税
お

よ
び
各
種
料
金
の
収
入
未
済
額
の
早

期
解
消
と
負
担
の
公
平
性
を
図
り
、

累
積
滞
納
額
の
縮
減
に
努
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
次
の
日
程
に
よ
り

全
庁
一
斉
徴
収
お
よ
び
口
座
振
替
推

進
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

市
職
員
が
、
介
護
保
険
料
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
住
宅
使
用
料
、

水
道
使
用
料
、
保
育
料
等
の
一
斉
徴

収
と
、
市
税
の
口
座
振
替
推
進
の
た

め
に
訪
宅
し
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

期
間　
２
月
10
日
㈮
〜
17
日
㈮

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

　

市
で
は
、
納
税
に
便
利
な
口
座
振

替
制
度
の
推
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

口
座
振
替
の
対
象
と
な
る
市
税
は
、

現
年
課
税
分
の
個
人
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民
健

康
保
険
税
で
す
。

　

手
続
き
は
、
口
座
を
開
設
し
て
い

る
金
融
機
関
で
、
備
え
付
け
の
申
込

書
に
記
入
・
押
印
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
す
。
な
お
、
申
込
み
時
に
は
、

通
帳
お
よ
び
そ
の
届
出
印
、
納
税
義

務
者
の
印
鑑
、
納
税
通
知
書
を
金
融

機
関
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
毎
月
15
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
月
末
の

納
期
限
分
か
ら
、
毎
月
16
日
以
降
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
は
翌
々

月
末
の
納
期
限
分
か
ら
口
座
振
替
が

開
始
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
、

水
道
使
用
料
等
に
も
口
座
振
替
制
度

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

く
わ
し
く
は
、
納
税
課
お
よ
び
各

担
当
課
、
ま
た
は
取
扱
金
融
機
関
窓

口
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は　
納
税
課
（
☎
22

−

１
７
９
２
）
へ

２
月
は
滞
納
整
理
強
化
月
間

　

水
道
部
業
務
課
で
は
、
利
用
者
間

の
公
平
性
を
確
保
す
る
た
め
、
２
月

を｢

滞
納
整
理
月
間｣

と
位
置
づ
け
、

水
道
料
金
の
納
付
相
談
な
ど
徴
収
体

制
を
強
化
し
た
取
組
を
行
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
未
納
が
続
き
ま
す
と
、

滞
納
処
分
（
給
水
停
止
）
な
ど
を
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
納
付
、
ま
た
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
場
所　
水
道
部
業
務
課

期
間　
２
月
１
日
㈬
〜
29
日
㈬

問
い
合
わ
せ
は　
業
務
課
（
☎
22

−

０
５
８
７
）
へ

申
告
・
納
付
の
期
間

　

申
告
書
は
ご
自
分
で
作
成
し
て
、

で
き
る
だ
け
郵
送
等
で
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
所
得
税
・
贈
与
税

　

２
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈭

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

（
個
人
事
業
者
）

　

２
月
１
日
㈬
〜
４
月
２
日
㈪

申
告
相
談

会
場　
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

展
示
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
阿
南
駅
東
側
）

※
駐
車
場
は
、
同
セ
ン
タ
ー
東
側
に

あ
る
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
駐
車
場

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
間　
２
月
１
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈭

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

※
こ
の
期
間
中
は
、
阿
南
税
務
署
庁

舎
内
に
は
申
告
相
談
会
場
を
設
け
て

お
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

公
的
年
金
を
受
給
さ
れ
て
い
る
皆
様
へ

　

平
成
23
年
分
の
確
定
申
告
か
ら
、

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計
額

が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
か
つ
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合

に
は
、「
所
得
税
の
確
定
申
告
書
」

の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
場
合
で
あ
っ
て
も
、
所
得
税

の
還
付
を
受
け
る
た
め
の
申
告
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
確
定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な
場

合
で
あ
っ
て
も
、
市
・
県
民
税
の
申

告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
か
ら
電
子
申
告

　

自
宅
か
ら
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
利
用
し
て
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
に
送
信

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
最
高
４
千
円
の
税
額
控
除

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
を
本
人
の
電
子
署
名
お
よ
び
電
子

証
明
書
を
付
し
て
申
告
期
限
内
に
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
行
う
と
、
所
得
税
額
か

ら
最
高
４
千
円
の
税
額
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
19
年
分
か
ら
平
成
22
年
分
ま

で
の
確
定
申
告
で
本
控
除
の
適
用
を

一
度
で
も
受
け
ら
れ
た
方
は
対
象
外

で
す
。

●
添
付
書
類
の
提
出
を
省
略

　

所
得
税
の
確
定
申
告
を
ｅ

−

Ｔ
ａ

ｘ
で
行
う
場
合
、
医
療
費
の
領
収
書

や
源
泉
徴
収
票
等
は
、
そ
の
記
載
内

容
を
入
力
し
て
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
、
提
出
ま
た
は
提
示
を
省
略
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
税
務
署
か
ら

書
類
の
提
出
ま
た
は
提
示
を
求
め
ら

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。）

●
還
付
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

　

ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
さ
れ
た
還
付

申
告
は
早
期
処
理
し
て
い
ま
す
。

（
３
週
間
程
度
に
短
縮
。）

振
替
納
税
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

今
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
時
代
で
す
。

振
替
納
税
は
、
現
金
を
持
ち
歩
く
必

要
が
な
く
、
う
っ
か
り
納
税
を
忘
れ

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
安

全
で
便
利
な
振
替
納
税
制
度
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

手
続
き　
税
務
署
お
よ
び
金
融
機
関

に
備
え
付
け
の
預
貯
金
口
座
振
替
依

頼
書
に
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

税
務
署
ま
た
は
取
引
先
の
金
融
機
関

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
日　

▼
所
得
税　

４
月
20
日
㈮

▼
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税

　

４
月
25
日
㈬

電
子
納
税
（
ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
）
も

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

事
前
に
税
務
署
に
届
出
等
を
し
て

お
け
ば
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
を
利
用
し
て

電
子
申
告
等
の
後
、
簡
単
な
ク
リ
ッ

ク
操
作
に
よ
り
、
届
け
出
し
た
預
貯

金
口
座
か
ら
即
時
ま
た
は
期
日
を
指

定
し
て
国
税
を
納
付
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

申
告
書
送
付
先
・
問
い
合
わ
せ
は

税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
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問
い
合
わ
せ
は　
阿
南
警
察
署
（
☎

22

−

０
１
１
０
）
へ

ま
し
た
。

　
「
大
き
な
地
震
の
後
に
は
津
波

が
来
る
」
こ
と
を
、
大
島
の
子
ど

も
た
ち
は
当
た
り
前
の
よ
う
に
知

っ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
ま
り
に
も
大
き
な
被
害
を
目

の
当
た
り
に
し
て
、
何
も
で
き
な

か
っ
た
自
分
を
嘆
く
だ
け
で
な
く
、

災
害
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
で
き

る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

文
化
振
興
課

　
　
　
　

主
査　

高
山　

秀
樹　

　

７
月
27
日
か
ら
８
月
５
日
ま
で

の
期
間
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
大
島

へ
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
派
遣
さ
れ
た
時
は
、

す
で
に
電
気
・
水
道
の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
は
ほ
ぼ
復
旧
し
て
お
り
、
避

難
所
も
閉
鎖
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

住
民
生
活
は
落
ち
着
き
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
が
、
津
波
で

被
害
を
受
け
た
家
屋
な
ど
の
解
体

撤
去
工
事
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、

島
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
瓦
礫
の

山
が
残
り
、
ど
こ
か
ら
手
を
つ
け

れ
ば
よ
い
の
か
、
い
つ
片
付
く
の

か
、
ま
っ
た
く
先
が
見
え
な
い
状

況
で
し
た
。

　

今
回
、
私
が
従
事
し
た
救
援
物

資
の
仕
分
け
作
業
で
は
、
震
災
直

後
の
「
何
で
も
必
要
」
と
い
う
段

階
か
ら
「
必
要
な
物
を
必
要
な
量

（
大
量
）」と
い
う
段
階
を
経
て「
こ

れ
か
ら
必
要
な
物
の
確
保
と
備

蓄
」
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
大
島
の
人
々
は
、「
徳
島

の
人
は
、
震
災
直
後
の
電
気
も
水

道
も
食
べ
る
物
も
な
い
時
か
ら
、

大
島
に
来
て
助
け
て
く
れ
た
。」

と
、
感
謝
の
言
葉
を
口
に
し
て
い

で
き
る
こ
と
か
ら
一
つ
ず
つ

被災地
からの
メッセージ

あぶない ! こんなに事故が

交通
事故

件 数
死 者
負 傷 者

219件（2,602）
1人（       8）

32人（   446）

救急 件 数
搬送人員

274件（3,061）
261人（2,940）

火災 件 数
損 害 額

2件（ 38）
0千円（60,430千円）

●阿南署管内平成23年12月分合計　(　)内は1月からの累計

土砂災害危険箇所の基礎調査を実施

基礎調査実施のご案内
　2 月から 3 月にかけて、上記の地区で土砂災害が発生
する恐れのある箇所の調査を実施します。調査に伴い、
身分証明書を携帯した調査員が、皆様の住宅の裏山など
に立ち入りをさせていただくことがあります。ご理解ご
協力の程、よろしくお願いします。なお、調査結果は、
後日、説明会などでお知らせする予定です。
基礎調査とは
　基礎調査とは、土砂災害が発生した場合に危険な区域
を把握するための調査で、土砂災害防止法に基づき実施
するものです。この調査により「土砂災害警戒区域」や

「土砂災害特別警戒区域」が明らかになります。
問い合わせは　徳島県南部総合県民局（阿南）砂防担当

（☎24－4256）または阿南市土木課（☎22－1595）へ

阿
南
警
察
署
だ
よ
り

忘
れ
な
い
で
！

自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル

　

自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
交
通
ル

ー
ル
を
守
っ
て
、
安
全
な
運
転
を
心

掛
け
ま
し
ょ
う
。

◎
自
転
車
は
車
道
の
左
側
通
行
が
原

則
で
、
歩
道
は
例
外
で
す
。

◎
歩
道
を
通
行
す
る
と
き
は
、
車
道

側
を
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

◎
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

◎
子
ど
も
は
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
着
用
し

ま
し
ょ
う
。 伊島町、大田井町、楠根町、十八女町、水井町、

椿泊町、長生町、深瀬町、見能林町

【
２
月
の
休
館
日
は
】
☎21-3030

6
・
13
・
20
・
27
日

か
も
だ
岬
温
泉

高
額
な
外
来
診
療
を

受
け
る
国
民
健
康
保
険・

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

加
入
者
の
方
へ

　

４
月
１
日
か
ら
、
高
額
な
外
来
診

療
を
受
け
た
と
き
、
限
度
額
適
用
認

定
証
等
や
被
保
険
者
証
等
を
提
示
す

れ
ば
、
ひ
と
月
の
医
療
機
関
等
の
窓

口
で
の
支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と

ど
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
70
歳
未

満
の
方
と
70
歳
以
上
の
非
課
税
世
帯

の
方
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

に
加
入
の
非
課
税
世
帯
の
方
は
、
事

前
に
限
度
額
適
用
認
定
証
等
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
な
お
、

現
在
、
限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
お

持
ち
の
方
は
、
引
き
続
き
有
効
期
限

ま
で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

限
度
額
適
用
認
定
証
等
を
提
示
し

な
い
場
合
は
、
従
来
ど
お
り
高
額
療

養
費
の
請
求
手
続
き
が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は　
保
険
年
金
課
（
☎

22

−

１
１
１
８
）
ま
た
は
、
な
が
い

き
課
（
☎
22

−

８
０
６
４
）
へ

利
用
料　
一
般
５
０
０
円
、
児

童
３
０
０
円（
３
歳
未
満
無
料
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

書
き
込
ん
だ
作
業
車
。
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阿南市人権教育研究大会にご参加ください

　阿南市人権教育研究大会を次の日程で開催します。多数ご参加ください。　

趣旨　同和問題をはじめ、さまざまな人権問題を自らの課題として捉え、人権教育・啓発活動の具体的な実践について

研究する。

日時　２月４日㈯　10:00〜16:00（予定）　　参加費　700円（弁当付き）

研究内容および会場　
＜全体会＞　夢ホール（文化会館）　講演　演題　「私たちのくらしの中で〜同和問題を解決するために〜」

　　　講師　千
せん

斗
と

枝
し

グローバル教育研究所代表　山中千枝子さん

＜分科会＞

会　　名 会　　場 研　究　概　要

就 学 前 教 育
文化会館
２階　研修室

　就学前人権教育の意義と目的を明らかにし、その重要性について、保
護者・地域への啓発や教育（保育）内容をどのように実践しているか。

小・ 中 学 校 教 育
富岡公民館
２階　ホール

　心豊かでたくましい阿南の子どもを育てるために、人権意識を高めな
がら連帯感のある PTA 活動を推進しよう。
　学校・家庭・地域が連携し、一体となった地域の教育力の大切さが叫
ばれています。PTA 活動や地域活動を中心とした子ども・教職員・家
庭・地域が連携した人権教育・啓発をどのように進めているか、参会者
が思いを伝え合う中で考えていきましょう。

高 校・ 高 専・
特別支援学校教育

ロイヤルガーデン
ホテル　２階　
サローネの間 A

　「身元調査お断り」ワッペン運動の輪をさらにひろげ、一人ひとりの
人権意識の高揚を図ろう。
　−身元調査と私たちのくらし−
　高度情報化社会の到来により、たいへん便利になった反面、インター
ネットをはじめ生活のあらゆる場面において人を傷つける情報もあとを
絶ちません。今一度、一人ひとりがしあわせに生きられるために、何を
しなければならないか考えてみましょう。

社 会 教 育
文化会館
１階　視聴覚室

　人権を確立し、すべての人の命と健康が守られる社会を創ろう。
〜相手の立場に立ち、広く豊かな心を育み、人権が尊重され共に生きる
社会づくりを進めよう〜
　すべての市民が日常のさまざまな生活を「人権」と結びつけて考え、
あらゆる差別や不合理を解消する取り組みを進めるための教育・啓発活
動を共に考えましょう。

企 業・ 職 域
ロイヤルガーデン
ホテル　２階
サローネの間Ｂ・Ｃ

　市内のすべての企業が人権問題を学習し、お互いの人権を守り差別の
ない明るい職場をつくろう。
　企業内の人権教育・啓発への取り組み体制（社内指導者の養成等）を
見直し、強化することにより、企業人・社会人としての資質の向上をめ
ざした実践活動を推進しましょう。

行 　 　 　 政
ロイヤルガーデン
ホテル　別館
レジェンダ

　公務員として要請されている課題と使命を十分認識し、常に人権の視
点で業務を遂行しているか。
　「阿南市人権施策基本方針」の趣旨に基づき「人権尊重のまちづくり」
に取り組んでいるか。
　人権教育・啓発の諸事業を通じて、関係機関・職場・地域との連携を
密にした実践活動を推進しているか。

※託児を希望される方は、人権教育課へお申し込みください。

申込み・問い合わせは　人権教育課（☎22−3392）へ
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